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日本の大学における人間学
一現代人間学考1一

中 野 毅

は じめに

創価大学の文学部が改組 され文学部人間学科へ と統合 されて3年 が経過 し

た。その後 本誌においても現代における人間学 とは何かという模索が開始

されている。

創価大学に奉職して以来,比較文化論や 「人間と文化」などの講義を通 して,

人間を研究する学問的方法や,人 間はなぜ文化 を有するのか,文 化 を発達 さ

せたのかという課題 を考えてきた。その一端 を紹介 しながら,本 学における

人間学をどのように考えてい くことがよいのか,い くつか試論を述べ させて

いただきたい。初回の本稿では,人 間学または人間科学と称する学部学科の

成 り立ちと学問の構成,文 学部や教養教育との関連などについて整理してお

きたいと考える。

1.日 本の大学教育における 「人間学」の趨勢

「人間学」 という呼称が 日本の大学における新 しい学部または学科の名称

として使われ始めたのは,35年 以上前にさかのぼる。筆者の知る範囲では,

この名称が最初に使われたのは広島大学が1974年 に総合科学部(Facultyof
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theIntegratedArtsandSciences)を 設 立 し,こ の中に人間科 学プログラム(Progr㎜

ofHumanSciences)が 設 け られた際である。次いで,旧 東京教 育大学が大幅 に

改編 されて設立 された筑波大学 において,1975年 に従 来の教育学部が第2学

群人間学類 として発足 し,2007年 に教育学類 ・心理学類 ・障害科学類 の3領

域 によって構 成 される人 間学群(SchoolofHumanSciences)と な った。1987年

に は早稲田大学人間科学部(SchoolofHumanSciences)で 学 部名 として使われ,

1992年 の 京都 大学総合 人間学部(FacultyofIntegratedHumanStudies)の 設 立 に

よって,日 本の大学界 におけ る 「人 間学」 「人 間科学 」の用語 と内容が ほぼ

確定 した と言 える。近年 では,大 正大学が2001年 に 「人間学 部人間科学科」

を創設 し,2005年 に は東京外国語大学 アジァ ・アフリカ言語文化研究所(A

A研)に おいて,共 同研 究プロジェク ト 「総合人 間学の構築」が開始 されて,

人 間 とそ の諸活動 を総合 的に研 究 しよう とい う趨勢 は高 まってい る と言 え

る。

この領域 にお ける名称 は,「 人間学」や 「人 間科 学」 とされてお り,後 者

の方がやや多い ようである。英語表記 としては前者がHumanStudies,後 者

がHumanSciencesが 定 着 し つ つ あ る。 古 典 的 に はAnthropologyや

AnthropologicalStudiesと 表 記 されたこ ともあったが,近 年 ではいわゆる 「人

類学」 を指 す英語表記 として用い られる ようになったため,「 人 間学 」の呼

称 としては使 われていない。

で は,「 人 間学」 「人間科学」 と称 され る学部や学科の構 成,ま た学問の内

容 にはいかな るものが考 え られ ているのだろ うか。共通 してい る点 は,「 科

学性」「総合性 ・学際性」 「創造性 ・実際性」 とまとめ られる。

(1)「 科 学性」とは,現 代 の人 間学が人文社会科学お よび自然科 学にわたる 「科

学的」 な人間の研 究 を目指 してい るとい う点であ る。近年の 自然科 学におけ

る人間 に関す る諸領域の研 究は驚 くほ どの進展 を見せてい る。遺伝 子工学や

脳科学 などの生命科学や情報科学の発展は よ く知 られてい るが,地 球や銀 河

系,宇 宙の誕生 と発展 に関す る研 究 も進み,地 球における生物誕生のプ ロセ

ス,動 物か らヒ トの誕生 にいた る進化の過程 も大 き く解明 されて きた。 また



日本の大学における人間学一現代人間学考1-(35)

宇宙 との相関関係 も含む地球の環境科学の発展 もめざましく,環 境問題と人

間の生存について大きな警鐘を鳴らしている。人文社会科学においても,考

古学や文化人類学における霊長類か ら人類への進化の研究 も大幅に進展 し,

脳科学 と関連した認知心理学や認知言語学など人間文化の形成に関する研究

も大 きく発展 した。

上述の多 くの大学における 「人間学」「人間科学」は,そ れ らの諸成果を

取 り入れて,科 学的に 「人間」の全体像に迫 り,ま た人間集団とその(文 化

的社会的また自然的)環 境 との相関関係をめぐる研究 と教育をめざすものと位

置づけられている。なかには体育学や障害科学を入れるところもある。前述

の広島大学が 「総合科学」と称 しているのも,そ の考え方の表れであり,「人

間学」 より 「人間科学」という呼称が多 く使われていることも,そ の反映で

ある。

ただ 「総合人間学」と称 している京都大学では思想 ・社会 ・文化の3方 面

から人間の総体的探求を目指すと主張し,文 学や美術,演 劇,映 画などの文

化的営みの解明を通して人間存在の思想的,倫 理的,哲 学的な側面を重視す

る姿勢を打ち出している点は注目すべきであろう。その点は東京外語大学A

A研 の研究構想も同様である。

(2)次 は 「学際性 ・総合性」である。人間とは動物の一種であるとともに,

他の動物には見 られない言語や宗教 芸術などの高度の文化的要素を持ち,

さらに精神的領域は他の動物にはない広が りと豊かさを備えている。そのよ

うな 「人間」の研究には単独の学問では迫 り得ず,上 記の科学的人間研究を

含むさまざまな領域を専門とする諸学問による共同作業,共 同研究 つまり

「学際的研究」(interdisciplinarystudies)が必要であ り不可欠であるとの共通認

識にたっている。

次節で詳述するが,広 島大学の大学院総合科学研究科では,人 間科学部門

として生命科学研究 ・人間行動研究 ・身体運動科学研究 ・言語研究 ・人間存

在研究の5領 域がおかれ,さ らに環境科学部門と文明科学部門と連携 してい

く体制となっている。京都大学総合人間学部も思想,社 会,文 化の3方 面か
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ら人間の総体的な把握をめざし,人 間科学系 ・認知情報学系 ・国際文明学系 ・

文化環境学系 ・自然科学系の5学 系か ら構成されている。私立の大正大学で

は,複 雑化 ・多様化する社会に生 きる人間の行動や心理の理解のために,「人

間」「集団 ・組織」「社会」の3つ の視点から社会現象を考察する社会学系 と,

「身体」「心理」「社会的行動」などの視点か ら人間を理解 しようとする心理学・

社会心理学系の,2つ の系統の科 目を用意 した学際学部 としている。早稲田

大学の人間科学部も 「人間の抱える諸問題について学際的に学び,探 求する」

というスローガンを掲げ 「人間環境科学科」「健康福祉科学科」「人間情報

科学科」から構成 されている。

また 「総合性」とは,人 間の研究が上述の学際的という意味での総合的研

究であるということにとどまらず,従 来の大学教育・研究において欠陥となっ

ていた専門的細分化への反省が込められている。これまでの日本の大学は専

門指向型が大半であ り,専 門分野や学部学科間 ・講座間の壁が高 く,隣 接分

野への視野を広げる努力は軽視されてきた。それに対 し新たな総合科学や人

問科学では,核 となる専門分野を持ちながらも,そ れを越 えた理系 ・文系に

わたる裾野の広い教育 ・研究を行う学部や学科 を目指すという共通点が見 ら

れる。

(3)第3点 は 「創造性 ・実際性」である。 これは大学の社会的存在意義 と

も密接 に関係する課題でもある。従来の大学は伝統的または専門的な知識の

集積 ・研究や継承 に重きをお く傾向が強かった。これに対 し,こ れからの大

学は現代社会や現代世界が直面する様々な課題,地 球的問題群などに積極的

に取 り組むべ きであ り,そ のためには従来の発想法や学問間の壁 を破る創造

的な学問の発展 応用学の展開が不可欠である。また,そ の課題解決に意欲

的に挑戦する創造的で有為な人材 を育成するべ きであるとの問題意識に立脚

しているか らである。

広島大学総合科学部では,次 のように謳っている。

現代の高度な科学 ・技術の発展は,個 別の科学研究の細分化をうなが

す一方,こ れまでの個別の科学研究の枠組みではとらえきれない社会的
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課題を生み出しました。例えば,環 境汚染や生態系破壊の問題 また地

域紛争 ・南北格差の問題 さらには高齢化社会の問題等です。これらの

問題には,科学的,法 律的,政 治的,文化的な様々な要因が複雑に絡みあっ

ていて,そ の解決は容易ではありません。このような複雑 ・多岐に亘る

問題や課題に応えるには,各 専門分野の協力による幅広い教育 ・研究が

必要です。

総合科学部では,こ れまで,言 語と文化,人 間社会 と文明,戦 争と平和,

国際社会から見た広島の意味,地域開発 と環境問題 生命科学,物 質科学,

情報科学などのテーマについて,総 合的な研究がなされています。そし

て,こ れらの分野において既に幾多の成果があげられ,有 為な人材 を社

会に送 り出しています。

他の諸大学においても表現は異なれ,ほ ぼ同様の主張がなされている。こ

れは単に実学を重視するということではない。大学とは,過 去から現在にお

よぶ世界の知識 ・情報や文化の集積所であり,今 後もそうで有り続ける必要

はある。しかし同時に,そ れらの蓄積 を全面的に活用し,さ まざまな問題解

決の方法や人材の育成に,政 治的,宗 教的,経 済立場を越えて貢献できるの

も大学であるからである。

2.総 合人間学の学問構成

近年の日本の諸大学における人間学や人間科学が,ど のような理念や構想

に基づいて設置されてきたか,そ の共通点や概要を整理してみた。次に,こ

の領域の学問の構成を,具 体例をいくつか引きながら見ておきたい。その際

学部での教育科目の構成を示すとなると複雑で細かい科目群を列挙しなけれ

ばならないが,学 問の構成をどのように考えているかを知る上では,大 学院

の専攻や講座の配置の方が分か りやすい場合がある。従って,以 下,広 島大

学大学院総合科学研究科と京都大学大学院人間 ・環境学研究科の学問配置を

例示する。次に早稲田大学人間科学部は 「人間環境学科」「健康福祉学科」「人
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問情報学科」から成るが,そ のうち 「人間環境学科」の構成を,それぞれのホー

ムページからの情報をもとに,以 下に紹介する。さらに詳細 な内容は,各 大

学のホームページなどにアクセスして確認 していただきたい。

広島大学大学院総合科学研究科

霧灘難灘嚢灘撫難驚癬霧繕灘 繊灘響灘蟹騰麟ii雛 妻纏 譲ll繊雛無 照簾 鰻

懸鍵議馨
叢器難雛欝霧郷 灘

1蓑 難 姦 馨黙 行動科学

篶鑓灘 講i講 脱㎞ ・ralSciences

生命科学研 究

LifeSciences

生命科学LlfeSclences

脳科学BrainSciences

人間行動研 究

StudiesofHuman

Behavior

認知行動科学

CognitiveandBehavioralSciences

繍 灘 膿 箒灘 謙・・

難欝1購1繁 琴
講雛灘 灘 …篇灘鵬奪盛1
鵜櫻雛 辮 羅 繊 発薮

人間行動学

HumanBehavioralSciences

身体運動科学研 究

SportSciences

身体運動科学

SportSciences

1議護 蟻 蟻 嚢人間文化研 究奪St
udiesofHuman

Cultures

言語研究

LanguageStudies

言語科学

LanguageStudies

羅1轟箋
人 間 存 在 研 究

HumanitiesandScienceofArt

人間存在論

PhilosophyandAesthetics
撒 聾餐欝 禺 脚_。 ・_一 舞

自然 環 境 研 究

NaturalEnvironmental

Sciences

環境生態学

EnvironmentalEcology嚢灘馨灘灘
灘 轟灘 灘 環境、然科学識蹴蹴欝縄郡郷零構纏・幽

1藩 蕪 雛 藝繋EnvironmentalandPhysicalSciences

地球表層環境科学

EnvironmentalEarthSciences

総 合 物 理 研 究

IntegratedPhysical

Sciences

複雑系物理学

PhysicsofComplexMatter

賑1轟譲謙弩婁蓑i{蒙講i;

難難難難
蕊灘i難 譲 織譲馨蕪
灘暮撚 難驚 躍;雛鷺

撃議馨麟擦 社会燗究
鍵群灘 鰹i

相関系物理学

PhysicsofCorrelatedMatter

情 報 シ ス テ ム研 究

InformatronandMecLaSciences

情 報 シス テ ム 環 境 研 究

InformationandMediaSciences

情報 システム環境学

InformationandMediaSciences

StudiesofCivilization

andSociety

社 会 環 境 研 究

SocialEnvironmental

Stud正es

地域環境論

StudiesofRegionalEnvironment

現代社会論

StudiesofModernSociety

難騰難難灘
灘灘灘灘 嚢蟻 ・
難蟻蟻 羅 難

…蕪灘 難

社 会 文 明 研 究

StudiesofGvihzatton

andSociety

文 明 史 基 礎 研 究

CulturalandHistorical

Studies

文明史文化史研究

CulturalHistory

文化人類学

CulturalAnthropology

社会文化研究

Socio-culturalStudies

地域研究

AreaStudies

地域研究

AreaStudies

広域ア ジア研究

AsianStudies

広域 ヨー ロッパ研究

EuropeanStudies

英米研究

English/AmericanStudies
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京 都 大 学 大 学 院 人 間 ・環 境 学 研 究(GraduateSchoolofHumanandEnvironmentalSciences)

共生人間学専攻

Departmentof

HumanCoexistence

人間社 会論講座(CourseofHumanandSocio-CulturalStudies)

思想文化論講座(CourseofThoughtandCulture)

認知 ・行動 科学講座(CourseofCognitiveandBehavioralSciences)

数理科学講座(CourseofMathematicalScience)

言語科 学講座(CourseofLinguisticScience)

外国語教育論講座(CourseofForeignLanguageAcquisitionandEducation)

共 生 文 明 学 専 攻

Departmentof

CulturalCoexistence

現代 文明論講座(CourseofStudiesonContemporaryCivilizations)

比較 文明論講座(CourseofComparativeStudiesofCivilizations)

文化 ・地域環境論講座(CourseofCultural,RegionalandHistoricStudiesonEnvironment)

歴史文化社 会論講座(CourseofSocialCulturalHistory)

相 関 環 境 学 専 攻

Departmentof

Interdisciplinary

Environment

共生社 会環境論講座(CourseofStudiesinSymbioticSoci(rEnvironmentalSystem)

分子 ・生命環境論講座(CourseofMolecularStudiesonChemicalandBiologicalEnvironments)

自然環境動 態論講座(CourseofDynamicsofNaturalEnvironment)

物質相 関論講座(CourseofStudiesonMaterialScience)

早 稲 田 大 学 人 聞 科 学 部 人 間 環 境 学 科(Depa・tment・fH・manBehavi・ ・andEnvi・ ・nmentalSciences)

心理囎 灘鑑

人闘や勧槌鞠瀞どのようなところで生患し

ているか、また地球上における資灘のネッ

トワークなどから環嶢閣観を研究します.

神経晦分灘学、類饒 生態掌、地豫琉擁料

掌、環雛鐙理計繭学、水域生態攣を専角a

す妬先生力が捲導に嚢た秘裏す。

罎や街.衆 織、地鐵コミ箒嵩チィなどを

環壌としてとらえ、それぞれのφで心や

行勧がどう彫戒され麓化していくのか、

礁境科学の立堵から環壌への儀鋤 的な鴎

わりを研究します。勧機づけ心瑠学、範

達行動撃、環嶢ゐ瑳学、建簗人閣篤攣、

建築掌などを聯門とする先鑑がそろって

いまr凱

人関環境科嶺繍灘b顔 振璃 謎れています、

社金学と人類学の領織から対人瑠境のさ塞

ざ蜜な鯖陶題量翻究してい毒裏凱 餓簾社

金攣、職鑑祇金攣、翻市祉金学、ア鋳ア祉

金激、社金人類攣.人 獄学、環塊社金攣を

轟鱒とす嶺先焦露で構威されています。

謙 叢叢

考宵攣や文化、ことばの側面で環擁をと

らえ、人と人、人と物の醐{系を考察し・て

い嚢ます.フ ランス文化祉金齢、ドィッ

地域文牝、臼塞馨古攣、父化人簸学.異

文化闘毅宥学という窟P璽背野の先生方の

もとで.さ 蜜ざまなヂー翠に敏り組みま

蜜。

文 鑑 孫
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これらの事例から分かるように,人間の全体を研究する現代の「人間学」は,

自然科学及び社会科学を総動員 し,ま た京都大学などのように文学や芸術,

思想 宗教などの人間の精神的営為への深い理解 と探求をも含めて,実 施さ

れている。また動物 としての人間身体の研究 動物の一員でありなが ら他の

動物には見 られない独特の身体的特徴 それが もたらす言語活動や宗教的世

界の創造などの独特の精神的心理的特徴の研究か ら,複 数の人間が織 りなす

集団行動 とその組織構造,大 規模な社会組織や支配機構 としての国家などの

政治的装置,さ らにそれら大規模な社会や国家が織 りなす国際的な機構と活

動などと幾重にも拡がる同心円的世界システムの探求,近 年では国家を越え

たグローバル化の動向,そ してグローバルな世界を取 り巻 く地球環境 さら

にその地球を取 り囲む宇宙的環境との連関性にまで及んでいる。

3.教 養教育 と文学部 との関係

(1)こ のような総合学としての人間学 ・人間科学が 日本の大学において発

展 して きているが,こ こで従来の 「教養教育」 との関連性を考えてみたい。

その理由の第一は,近 年において 「教養教育」の重要性が再び強調されるよ

うにな り,リ ベラル ・アーッ学群などを設立する大学も出現し,創 価大学に

おいて も教養教育の重要性が強調されているか らである。第二には,「教養

教育」の重要性が戦後の日本で主張されたことは,第 二次大戦後の大学改革

で教養学部や教養部の設立が盛んに行われた時期にもあったが,そ の段階で,

上述の 「総合性」や 「創造性」 という理念もすでに語 られていたからである。

第三には,本 学 も含めて,現 在の日本の大学における 「文学部」には,「教養」

教育と,上 記のような 「専門的」な文系領域の研究という二つの要素が結合

していると考えられるからである。

西洋における大学の発展史を振 り返ると,11-13世 紀において中世大学の

代表と見なせる学生自治団型のボローニヤ大学や教師組合型のパ リ大学など

が発展 し,そ の後のヨーロッパにおける大学の模範となったことは周知の通
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りである。 そこでは司祭や法律家 医者の養成をめざす高度の職業学部

(ProfessionalSchool)で ある神学部 ・法学部 ・医学部の専門学部が重きをなし

ていたが,そ の前段階の一般教育として 「自由七学科」と称 される基礎学が

重視 され,教 えられていた。それらはプラ トン哲学系三科[論 理学,文 法学,

弁証(修 辞)学]と アリス トテレス系四科[算 術,幾 何,天 文,音 楽理論]

であったと言われている(池 田,1973年a,b。 ヴェルジュ,1991年)。

学問諸分野のほぼ全域 をカバーする総合大学が姿を現して くるのは近世 ド

イツの大学においてである(潮 木,1973年)。 そこでは法学 ・医学などの職業

学部 ・専門学部以外での学問研究や教育は 「自由学部」や 「学芸学部」(Artes

Liberates,LiberalArtsFaculty),または「哲学部」(FacultyofPhilosophy)と して行

われた。 これが,今 日でいう教養学部(学 科)の 原型であると考えられる。

この教養教育においては,今 日における理系文系にわたる基礎学問を,つ ま

り論理学や語学,古 典,音 楽などの芸術,そ して数学や天文学などが研究教

育されていたのであり,そ れら諸学を幅広 く学ぶことが 「教養」 という意味

であった。従って,教 養諸学を称 して英語ではLiberalArts,LiberalAltsand

Sciencesな どと表記されるようにな り,今 日まで継承されている。

哲学者カントが,そ の大学論で 「哲学部」が大学の中心におかれるべ きで

あると主張 したことはよく知られているが,そ れは将来に専門的な研究を目

指す者 も含めて,ま ずこれらの教養諸学を身につけて人格 を陶冶し,豊 かな

知識 と常識 物事を論理的にかつ経験的に判断する能力を身につけることが

必要不可欠であるという認識か らであった。Ph.Dと いう学位が,人 文学か

ら自然科学にいたる全領域で授与されていた理由もここにある。

近代 日本の大学 も西洋流の大学論に立脚 して設立されたが,「教養教育」

をカントのいうように全学問の基礎 として明確にすえ,入 学生全員が最初に

所属 して,そ れを学ぶ独立 した学部として 「教養学部」を設置 したのは,東

京大学教養学部(CollegeofArtsandSciences)で ある。それは1949年5月31日,

新制東京大学の発足 と同時に設立 された。全国の多 くの国立大学がいわゆる

「教養部」 を置いたのに対 して東京大学だけは当初から独立の学部とし,初
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代学部長の矢内原忠雄を中心として新しい教育理念を掲げた学部の礎石が据

えられた。矢内原氏は,そ の理念を 「ここで部分的専門的な知識の基礎であ

る一般教養を身につけ,人 間として偏らない知識をもち,ま たどこまでも伸

びてい く真理探求の精神を植え付けなければならない。その精神 こそ教養学

部の生命である」 と語っている。

私学で,同 様の立場か ら 「教養学部」(CollegeofLiberalArts)を独立させて,

全学の基礎 としているのは国際基督教大学である。

しかし,こ の教養学部または教養学科 という独立 した学部学科の設置は,

あまり普及しなかった。その理由の一つは,専門の諸学部との問に一種の 「差

別」問題が起こったか らであると思われる。専門学部の教員は研究者として

より優れてお り,教 養学部の教員はいわゆる 「教育教員」であって研究者で

はないという差別意識や優越意識の確執が生 じたからである。その結果,教

養学部の教員は,で きるなら専門諸学部に移籍 したいと願い,本 来の教養教

育に情熱を注 ぐことが少なくなった。そこで多 くの大学では,教 員所属は専

門の諸学部に置 き,教 養教育は 「教養科 目群」としてカリキュラム上におい

て専門諸学部の教員が担当するか,学 部ごとに 「教養科 目」をおいて教育す

る方向に傾斜していった。前者は教養科 目担当の教員の負担が増えることと,

教養担当というレッテルを貼 られるという欠点があり,後 者はタコツボ型教

育に陥りがちであるという欠点があった。

創価大学の現行カリキュラムにおける 「共通科 目」群は前者であ り,各 学

部の基礎科 目は後者なので,混 合型 と言えそうである。

いずれにせよ,本 稿の課題である近年の人間学諸学部の展開との関連に議

論を戻すと,「総合科学部」「総合人間学部」などのような 「総合」を冠 して

いる学部の構想には,従来の 「教養学部」の欠点であった 「専門教育の前段階」

としての教養教育という低い評価 と,細 分化 した学問によるタコツボ型教育

という弊害を克服 した形の 「新たな教養教育」の機能も併せ持たせていこう

という意図があると考えられる。この教養教育 との連動 という観点は,広 島

大学総合科学部においては,ホ ームページでの以下の記載のように,明 確に
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意識されているようである。

「総合科学」は,個 々の専門分野を深化させるとともに,そ の融合 ・

協同(コ ラボレーション)を 実践 して,新 しい知を開拓する学問領域です。

新研究科の設立で,教 養教育から大学院教育までの一貫 した 「総合科学」

の学舎が完成します(下 線は筆者)。

本研究科の教育課程は,多 様な専門分野を誇るスタッフを背景に,既

存の学問的枠組みのブレークスルーと新領域の創成に取 り組むことで,

自己の専門分野を 「重点的」に研究 して専門的な知識 ・技能を高めると

同時に,学 際性 ・総合性 ・創造性に秀でた 「総合科学」の知的技法を身

に付け,そ の到達点を,学 際的 ・総合的な観点から客観的に評価できる

ジェネラリス ト(「重点的ジェネラリスト」と呼びます)の養成をめざします。

(2)教 養教育 との関係では,「文学部」という学部のあ り方についても再考

察しておく必要があると思われる。日本の大学における 「文学部」は,あ る

意味で特殊な存在である。文学部といえども狭い意味での 「文学」(literature)

を研究する学部ではなく,文 学に顕著に表れる人間精神の探求,す なわち文

学 ・芸術 ・宗教 ・哲学 ・歴史学を含む人文学(Humanities)を 探求する学部と

いう意味である。また,「文」という字には 「研究する」「文する(も んずる)」

という意味がある。「天文学」が天体 を研究する学問を指すように,「人文学」

は人間を研究する学問を指す。それ故,社 会科学を含む人間精神の所産(alts)

を研究する学問全体を指す人文科学を修する学部 としての(広 義の)人 文学

部 という用法 と,哲 学 ・史学 ・文学 という三つの部門を持つ狭い意味での文

学部 という二つの用法があるという(Wikipediar文 学部」参照)。また近代以前

に神学などから分岐して発展 してきた 「科学」も,真 理を探究する新 しい技

法(arts)だ ったのであり,そ の結果,哲 学 とい う学問に 「科学」や 「理学」

も含まれて発達 してきたという歴史的経緯もある。従って,社 会科学に区分

される心理学や社会学等が文学部内に存在する事例が少なくない。

となるとカントの大学論における 「哲学部」も広い意味での 「文学部」の
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一原型であったと考えられ,諸 学の基礎 と総合的知識の教育 と人格の陶冶を

目指す 「教養教育」という要素もが 「文学部」に入ってきていることも容易

に理解できる。実際の多 くの 「文学部」は,古 典学,近 現代文学,歴 史学や

哲学などの 「専門的研究」と,上 記の広い科 目に基づ く 「教養教育」の機能

が併存し,研 究と教育の両方の機能を併せ持っている特殊な学部として発展

してきたと言えよう。

文学部の教員は,実 際に教養科目(本 学では 「共通科目」)の多 くを担当して

いる。従って,語 学や基礎 ・入門科 目の担当者を多 く含み,い わゆる専門研

究者 との緊張を孕んでいるのも事実である。また文学部は,デ ジタル化され

た情報が氾濫 し,迅 速性や効率性,有 用性が求められる現代社会にあっては

「無用の長物」と見なされる傾向がなきにしもあらずである。

しかし,大 学教育が専門学校等と異なる最大の存在理由は,当 面の有効性

や有益性,つ まり実学の訓練にあるのではない。むしろ実学の前提 ともなる

「論理的思考」や 「科学的 ・合理的思考」を身につける 「精神の鍛錬」の場

として,さ らに異文化や他者を理解 し,人 間としてより善き生 き方を模索す

る 「人格の陶冶」をはかる場であることにある。時代のニーズに合わせるだ

けでなく,ま た社会が効率性と有用性のみを求めている時代であるからこそ,

人格や教養を育ませる基本学部としての 「文学部」が大切 となってくるとも

言えよう。総合科学や人間科学の学部学科を設置した諸大学においても,多

くは 「文学部」を残 してあるのも,そ の故であると考えられる。また,い わ

ゆる応用 ・学際的な先端学部を時代に合わせて作 るにしても,古 典や文学,

歴史学や哲学などの伝統的な学問と教育を,時 代 を超えて担う 「文学部」を

擁することは,大 学の本来の伝統や格式を示すものでもあろう。

本学が,創 立の理念に示されるような高適な理想を探求していく総合大学

として,「 文学部」は将来規模を縮小 し,古 典などの専門分野の研究に限定

したものとしても,存 続させてい くことが大切であると考える。
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むすび

現代における人間学は,以 上の考察から,理 系を含む諸学問の総合的学際

的な研究と教育を探求する場 と考えることが妥当であ り,必 要であると言え

そうである。下図は,日 頃の講義などで提示 しているものであるが,Aは,

個体 としての人間を対象にした場合の人間の諸領域と,そ の各領域の探求に

必要な諸学問との関連を示したものである。Bは,複 数の人間個人が織 りな

す相互行為のシステムと関連諸学を示 したものである。

A.人 間の全体像

究極的 リア リテ ィ

精神

示教 ・言語 ・文学 ・芸冗

身 体

的特徴 ・性差 ・個

自然 ・有機 的環境

B.行 為体系論(T.Parsons)

究極 的 リア リティ

文化体系

示教 ・言語 ・文学 ・芸'、

社会体系

政治組織 ・社会組織 ・経済制又

パ ーソナ リテ ィ体系

族性 ・国民性など集団的性

行動有機 体

的特徴 ・性差 ・

自然 ・有機的環境

関連学問領域

[信仰]

文学,哲 学,社 会科学

精神分析,心 理学

脳科学

認知科学

実験心理学

行動科学

医学

動物学

生物学

自然科学

関連学問領域

[信仰]

神学・宗学・教学

比較宗教学 文化人類学

社会科学

(政治学,社 会学,経 済学等)

心理学

行動科学

動物学

生物学

自然科学

行為体系論は,ア メリカの社会学者タルコット・パーソンズが包括的な社

会体系論を構想 した際の理論的枠組みである(パ ーソンズ,1971年,第2章)。

彼はかつてハーバー ド大学で社会関係学部を立ち上げ,当 時としての総合科
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学の必要性と体系を構想 した。やや壮大すぎる理論と評されたこともあるが,

現在の総合人間学にも通 じる発想ではないかと考えられる。

本学が現時点で人間学 という名称を冠 した学部などを設立する場合を考え

ると,こ れまで記 した内容を十分考慮 に入れなければならない と言えよう。

幸いなことに,本 学では工学部において人工知能や遺伝子工学の研究 も進ん

でおり,そ れ らを取 り入れた,ま たは連携した改革も可能である。

また本学の建学の精神や創立者の教育構想 「人間教育による全人的人材,

全体人間の育成という理念」に立脚 し,「大学教育は高度な知識の獲得,明

晰な知恵の啓発そ して人間性豊かな人格の形成 をはかることを目的とする

が,そ の中核 をなすのが教養教育である。教養 とは,人 格 を陶冶 し,知 力 を

磨 き上げる土台である。」との本学教育ヴィジョン等をもとに考えると,新

たな文化建設の揺藍たることをめざし,人 間および人間文化全体への総合的

な探求と教育をめざすという教養教育の要素も必要であろう。

大学教育や大学の歴史を専門としているわけでもない筆者であるが,常 日

頃つらつら考えている点を記 してみた。人間学を構想 してい く際の,参 考に

なれば幸いである。文中には誤解や間違いもあろうと思えるので,ご 専門の

先生方に今後ご教示願いたいと希望している。
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